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（１）飽食の時代

物の豊かさは，｢食｣を取り巻

く環境にも大きな変化をもたら

しました。

食生活は多様になり，肉類や

油脂類を多く含む食事が増える

とともに，外食や加工食品などを

利用する回数も多くなりました。

また，自分の好きなものだけ

の食事や間食を続ける，朝食を

とらない，過度のダイエットを

するなどの望ましくない食習慣

は，深刻な栄養バランスの崩れ

をもたらしています。

さらに，食料の海外依存の

増加など，わたしたちの食生活のあり方は，実に多くの課題を抱えています。

一方，世界では，自然災害，内戦，人口の増加，食料価格の高
こうとう

騰などにより，10億人近く

もの人が栄養不足に苦しんでいると言われています。日本は，世界最大の食料輸入国ですが，

このような中で多くの食料を食べ残したり，廃棄したりしているのはとても大きな問題です。

「食」は，人間が生きていくためのエネルギーの源です。それとともに，食の楽しさを

味わうこと，作り手の愛情を感じること，世界の食料事情を通じて食の豊かさとは何かを

考えることなど，人間としての豊かな心をはぐくむ源でもあるのです。

WFP 国連世界食糧＊計画作成「ハンガーマップ」　
世界の飢餓状況を、栄養不足人口の割合により国ごとに5段階で色分けして表現し
たもの，それが「ハンガーマップ」です。
http://www.wfp.or.jp/kyokai/hunger.html

（２）食の「ちから」

わたしたちは，植物や動物を食材として食べ，その生命を受

け継いで，成長し，生きています。また，その食材や食事には，

多くの人々のちからも込められています。どんなちからが込め

られているか考えてみましょう。

食事としてみなさんの口に入るまでには，生産者，加工業者，

運送業者，小売業者，調理者などがかかわっています。これら

の人々は，自分が扱う食材や料理に

自信と誇りを持っています。そこには，おいしいものをおいし

く食べてもらいたいというちから（願い）が込められています。

そして，そのちからが食材や料理の品質，安全性を高めること

につながっています。ぜひ作り手への感謝の気持ちを忘れずに，

食に込められたちからを感じてください。

＊用語解説）[ 食糧 ] 食べ物。特に主食となる米や麦。

食に生きる

作り手の思いを感じる
〔写真提供：市川市立第七中学校〕
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